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選挙特報 き
れ
い

な

せ

ん
き
よ

わ

た

し

た

ち

手

で
や
る

丕
明
選
挙
は
選
挙
人
の
責
任

事
前
迴
動
あ
の
手
こ
の
于
に
の
ら
ぬ
よ
う

国

見

町

選

挙

管

理

委

員

会

私

た

ち

の

政

治

が

立

派

に

行

な

わ

れ

る

た

め

に

は

、

ま

ず

遞

挙

が

き

れ

い

に

行

な

わ

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

、

選

挙

が

き

れ

に‥Ｅ
に

行

な

わ

れ

る

た

め

に

は

、

何

は

さ

て

お

い

て

も

選

挙

が

そ

の

規

則

に

従

っ

て

、

正

し

く

行
な
わ
れ

る
こ
と
が
大
事
で
す

。

近
年

、
選
挙
の
終
わ
っ

た
あ
と

で
、
き

ま
っ
だ
よ
う
に
「

金
の
か

か
っ

た
選
挙
で
あ
っ

た
」
と
い
う

声
が
た
っ
の
で
す
。
事
実
な
げ
か

わ
し
い
こ
と
に
、
選
窄
違
反
は
だ

ん
だ
ん
悪
質
に
な
り
、
ま
た
巧
妙

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は

政
治
の
主
人
公
で
あ
っ
て
自
分
の

代
表
者
に
金
を
・つ
か
わ
せ
る
こ
と

は
、
矛
盾
も
は
な
は
だ
し
い
こ
と

で
す
。

選
挙
は

、
候
補
者
や
政
党
が
、

法
律
で
定

め
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て

堂
堂
と
連
動
を
行
な
い
、
選
挙
人

は
静

か
に
候
補
者
の
政
見
や
所
属

の
政
党
の
政
策
を
よ
く
し
ら

べ
、

ま
た
こ
れ

ら
の
人

々
の
運
動
の
や

り
方
な

ど
に
注
愆
し
て
、
選
挙
法

を
守
っ
て
正
し
く
選
挙
運
動
を
す

る
、
信
頼
の
で
き
る
候
補
者
を
選

挙

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
よ
う
。

「
選
挙
法
を
守
る
運
動
本

部
」
編

の
「
事
前
運
動
の
事
例
集
」
を
次

に
掲
げ
ま
す
。
事
前
運

動
の
あ
の

手
こ
の
于
に
の
ら
ぬ
よ
う
、
候
補

者
の
動
き
を
よ
く
見
ざ
わ
め
ま
し

事
前
運
動
ま
た
は
こ
れ

と
ま
ぎ
ら
お
し
い
事
例

―
。
時
局
講
汕
会
名
目
で
選
挙
人

を
集
め
、
「
総
選
挙

が
行
な
わ

れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ

の
際
は
よ
ろ
し
く
」

と
あ
い
さ

つ
し
た
も
の
。

２
、
町
内
会

の
会
合
と
称
し
て
後

援
会
を
結
成
し
、
印
刷
物
を
配

布
し
、
酒
、
折
詰
、
タ
オ
ル
等

を
供
与
し
た
も
の
。

３
、
後
援
会
婦
人
数
百
名
を
温
泉

に
招
待
し
「
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
。と
あ
い
さ
つ
し
、
菓

子
類
を
提
供
し
た
も

の
。

４

、
選
挙
区
内
の
市

議
等
数
十
名

を
招

い
て
、
酒
肴

の
饗
応
を
し

た
も
の
。

５

、
選
挙
区
内
有
力
者
数
十
名

を

歴
訪
し
、

タ
オ
ル
、
ふ
ろ
し
き

な
ど
を
配
布
し
た
も
の
。

６

、
氏
名
入
り
印
刷
物
多
数
を
選

挙
区
内
に
郵
送
し
た
も
の
。

７

、
「
国
会
情
勢
報
告
○
○
○
」

と
大
書
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
、
多

数
掲
示
し

た
も
の
。

８

、
履
歴

書
、
あ
い
さ
つ
状
、
氏

名
入
り
タ
オ
ル
、
氏
名
入
り
時

刻
表
等
を
頒
布
し
た
も
の
。

９

、
選
挙
区

内
の
祭
礼
等
に
、
現

金
数
万
円

を
寄
附
し
た
も
の
。
1
0

、
消
防
団
員
等
を
観
光

バ
ス
で

温
泉
に
招
待
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
も
の
。

1
1、
選
挙
区

内
に
あ
い
さ
つ
状
を

配
り
、
数
百
名
の
参
集
を
求
め

講
演
会

を
開
催
後
宴
会

を
開
い

た
も
の
。

1
2、
署
名
運
動
を
行
な
う
際
に
、

「
国
会
解
散
の
時
は
、
○
○
代

議
士
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」

と
依
頼
さ
せ
た
も
の
。

1
3、
機
関
紙
号
外
に
ゴ
ム
印
で
氏

名

を
押
印
し
、
新
聞
折
込
で
配

布
を
依
頓
し
た
も
の
。

1
4、
選
挙
区

内
で
講
演
会
を
開
催

し
、
参
集
者
数
百
名

に
映
画
を

観
賞
さ
せ
た
も
の
。

1
5、
後
援
会
を
結
成
し
、
若
干

の

会
費
を
と
っ
て
飲
食
さ
せ
た
も

の
。

1
6、
後
援
会
結

成
趣
意
書
を
新
聞

に
折
込
み
配
布
し
た
も

の
。

1
7、
学
校
巡
勁
会

に
際
し
、
氏
名

入
り
手
ぬ
ぐ

い
、
鉛
筆
を
寄
贈

し
た
も
の
。

1
8、
推
せ
ん
依
頼
状
を
多
数
配
布

し
た
も
の
。

1
9、
時
候
見
舞
あ
い
さ
つ
状
を
配

布
し
た
も
の
。

2
0、
氏
名
入
り
チ
ラ
シ
を
配
布
し

た
も
の
。

2
1、
会
員
を
温
泉
旅
行
に
招
待
し

た
も
の
。

气

成
人
祝
に
際
し
、
映
画
見
物

に
招
待
し
た
も
の
。

2
3、
年
賀

は
が
き

を
多
数
配
布
し

た
も
の
Ｃ

（

以

下

路

）

宝 の山を育てよう …愛林青年隊…

県
で
は
、
山
林
行
政
の
一
つ
と
し

て
、
県
内
の
青
少
年
に
林
業
に
関

す

る
知
識
と
技
術
を
与
え
、
新
し

い
村
づ
く
り
の
推
進
力

に
し
よ
う

と
、
愛
林
青
年
隊
を
組
織
し
、
去

る
九
月
六

日
か
ら
十
七
日
ま
で
十

二
日
問
、
当
町
小
坂
地
内
の
木
落

し
県
行
造
林
地
で
講
習
会
を
行
な

っ
た
。
こ
れ
は
市
町
村
長
の
推
せ

ん
に
よ
る
希
望
者
の
中

か
ら
適
当

と
思
わ
れ
る
青
少
年
（

二
（
才
～

三
〇
才
）
十
五
名
を
選
び
、
移
動

式

パ
イ
プ
（

ウ
ス
で
合
宿
し
、
筐

体
生
活

を
営
な
み
な
が
ら
、
専
門

技
術
員

の
指
導

に
よ
っ
て
測
量
、

測
樹
、
造
林
、
機
械
操
作
等
の
実

習
を
通
し
伐
木
、
造
林
、
運
材
並

に
育
苗
管
理
等
を
実
施
す

る
も
の

で
、
青
少
年

グ
ル
ー
プ
の
健
全
な

る
発
展
と
林
業
技
術
の
普
及
と
を

ね
ら
っ
て
い
る
。

わ
が
国
見
町
か
ら
も
内
谷
の
熊
坂

正
君
（
二
五

）が
参
加
し
、
昼
は
鉄

帽
を
か
ぶ
っ
て
熱
心
に
作
業
し
、

夜
は
薄
暗
い
灯
火
を
囲
ん
で
講
義

を
受
け
、
ま
た
は
同
僚
と
討

議
を

し
て
、
き
わ
め
て
有
効
で
あ
っ
た

と
喜

ん
で
い
る
。

【
写
真
一

緑
に
囲
ま
れ
た
閉
講
式

議 会 だ よ り

九
　

月
定
例
町
議
会

三
十
四
年
度

歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
件

な
ど
審
議

九
月
十
一
日
町

議
会

定
例
会
が
開

か
れ
、
会

期
は
三

日
、
議
案
。は
次
の
通
り
。
（
何

れ
も
町
長
提
出

）

日
程
第
一
　

専
決
処
分
に
つ
き

承
認
を
求

め
る
の
件

旧
墓

地
無
償
譲
与
原
案
可
決

日
程
第
二
　

藤
田
小

学
校
屋
内

体
操
塲
改
築
の
件

鉄
筋
鉄
骨
造
鉄
板
葺
平
屋
建

二
四
八
坪

工
費
一
〇
、
四
一

六
、〇
〇
〇
円
可
決
さ
れ
た
。

日
程
第
三
、四
、
五
、
六
｛
略

｝

日
程
第
七
　

教
育
委
員
会
委
員

遞
任
に
関
す
る
同
意
を
求
め

る
の
際

春
日
佑
宰
禺
．員
再
選
同
意
さ

れ
た

日
程
第
八
（
略
－

日
程
第
儿
　

昭
和
三
十
四
年
度

国

見
附
国

民
健
康
保
険
特
別

会

計
歳
入
歳
出
決
算

歳

入
　

不

天
『

七
嘔
円

歳
川
　
一
四
６
天

堊
こ
円

差
引
残
額
　

幵
一
跖

三
云

内

内
　

六
呂

６
呂
円

積
立

匸

匙
コ

冫

円
‥
翌

年
度

繰
越
原
案
認
定

日
程
第
十
　
昭
和
三
十
四
年
度

国
見
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

歳
入
　
五
６
呂

．三
石
円

歳

出
　

四

、
九
毛

、
三

こ
円

差

引

残

額
　

堊

、
只
（

円

翌

年

度

繰

越

原

案

認

定

日

程

第

十

［
　

昭

和

三

十

四

年

度

国

見

町

歳

入

歳

出

決

算

歳

入
　

尭

、
四
二
『

憑

画
円

歳

出
　

五
一（

、
九
四
四
Ｊ
一
豆

円

差

引

残

額
　

二
、
四
七
七
、
六
元

円
　

翌

年

度

へ

繰

越

原

案

認

定

日

程

第

十

二

、
十

ヨ

、
十

四

そ

れ

ぞ

れ

入

山

財

産

区

、

国

民

健

康

保

険

、

簡

易

水

道

各

特

別

会

計

の

追

加

更

正

予

算

案

で

原

案

可

決

日

程

第

十

五
　

昭

和

三

十

五

年

国

見

町

歳

入

歳

出

追

加

更

正

予

算

総

額

匸

一
、
八

六

五

、
〇

二

八

円

追

加

更

正

原

案

可

決町
内
交
通
安
全
会
を

結
成
し
ま
し
よ
う

町
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
が
毎
日
の
新
聞
紙
上
を
賑

わ
し
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
を
な
く
す
に
は
、
車
を
運
転
す
る

人
も
、
道
路
を
歩
く
人
も
、
す
べ
て
社
会
人
と
し

て
の
交
通
道
徳
を
身
に
っ
け
る
と
共
に
進
ん
で
正

し
い
交
通
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
町
内
会
（
部
落
会
）
ご
と
に
町
内
交
通

安
全
会
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
内
の
ご
主

人
も
奥
さ
ん
も
、
こ

ど
も
さ
ん
も
、
お
ぢ
い
さ
ん

も
、
お
ば
あ
さ
ん
も
い
っ
し
よ
に
な
っ
て
交
通
の

模
範
的
な
地
域
を
つ
く
り
、
交
通

車
故
の
な
い
明

る
い
町

を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
別
の
機
会
に
申
上
げ
ま
す
が

一
日
も
早
く
会
を
結

成
さ
れ
て
、
効
果
を
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
し
の
秋
の
交
通
安
全
運
動

は
十
日
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

（

擺

折

髫

察

堋

）

基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

昭
和
三
十
五
年
九
月
十
五
日
現

在
調
製
の
基
本
選
挙
人
名
簿
を

国

見
町
役
場
に
お
い
て
十
一
月

五
日
か
ら
十
五
日
間
、
毎
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
関
係
人
の
縦
覧
に
供
し
ま

す

か
ら
、
こ

の
期
間
内
に
御
覧

に
な
っ
て
登
載
洩
れ
の
な
い
よ

う

に
御
協
力
下
さ
い
。

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿

に
登
載

さ
れ
る
人
は
、
次
の
積
極
的
要

件
を
輿
備
し
、
消
極
的
要
件
に

該
当
し
な
い
人
で
す
。

一
、
積
極
的
要
件

九
月
十
五
日
現
在
で
選
挙
資

格
を
有
す
る
人
で
あ
る
こ
と

日
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

§

基
本
選
挙
人
名
簿
確
定
の

期
日
（

十
二
月
二
十
日
）

に
年
令
満
二
十
才
以
上
の

人
で
あ
る
こ
と

㈲
九
月
十
五
日
ま
で
引
続
き

三
ヶ
月
以
來
国
見
町
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す

る
も

の
で
あ
る
こ
と

二
、
消
極
的
要
件

糾
禁
治
産
者

図
禁
錮
以
上
の
刔

に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
る
ま

で

の
人

目
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の

人
阿
選
挙
犯
罪
に
よ
り
選
挙
権

を
停
止
さ
れ
た
人

（
国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

昭
和
3
4年
度
重
要
施
策
の
成
果

一
、
公
営
住
宅
の
建
設

○
木
造
瓦
葺
平
屋
建
二
〇
戸
（
一

戸
八
、
五
坪

）一
七
〇
坪
工
費
五

二

７

六
万
円
（

補
助
三
三
五
・

二
万
円

）

二

、
財
政
再
建
債
の
繰
上
償
還

○
財
政
再
建
價
二
三
二
・
四
万
円

を
繰
上
償
還
し
、
本
年
度
を
も

っ
て
五
ヶ
年
に
わ
た
る
地
方
財

政
再
建
特
別
措
置
法
（
地
財
法
）

の
適
用

か
ら
脱
却
し
た
。

三
、
新
農
村
振
興
計
画
事
業

の
第

一
一
年
次
分
施
行

○
小
坂
農
協
共
同
集
荷
場
三
〇
坪

九
一
・
〇
万
円
（

補
助
三
九
・
二

万
円
）

○
大
木
戸
、
高
城
、
光
明
寺
共
同

作
業
所
二
二
・
五
坪
一
一
〇
・
七

万
円
（
補
助
四
四
・
七
六
万
円

）

○
晨
道
山
田
線
　

七
〇
〇
米

一
六
九
万
円
（
補
助
四
七
・
六

万
円
）

四
、
消
防
部
門

○
鉄
骨
火
の
見
建
設
二
基
一
二
・

六
万
円

○
防
火
水
槽
設
置
八
ヶ
四
〇
万
円

五
、
土
木
部
門

○
駅
前
県
道
舗
装
工

事
一
八
〇
米

一
五
七
・
三
万
円
町
負
担
六
七
・

八
万
円
　
　

『

○
貝
田
地
区
国
道
側
溝
工
事
八
〇

米
一
九
・（
万
円
町
負
担
七
万
円

○
駅
前
県
道
側
溝
工
事
六
〇
米
一

四
こ

万
円
町
負
担
五
万
円

○
滝
川
改
修
工
事
六
五
米
六
五
・

八
万
円
町
負
担
七
万
円

六
、
文
教
部
門

○
大
木
戸
小
学
校
簡
易
水
道
工
事

七
一
・
八
万
円

〇
大
木
戸
小
学
校
校
庭
拡
張
工
事

三
四
・
三
万
円

○
陝
写
譏
購
入
二
六
万
円

〇
大
木
戸
小
学
校
ジ
ヤ
ン
グ
ル

ブ

ーフ
ソ

＝
設
置
一
〇
・
五
万
円

七
、
そ

の
他

〇
財
政
調
整
積
立
金
六
〇
万
円

〇
徴
税
の
強
化

徴
収
率
九
一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト

む
す

び

以
上
の
施
策

を
執
行
す
る
に
当

り
、
常
に
健
全
財
政
を
堅
持
し

つ
つ
収
入
の
確
保
に
努
め
る
と

共

に
、
資
金
計
画
を
適
正
に
し

一
面
支
出
に
お
い
て
も
極
力
冗

費
を
節
約
し
て
消
費
的
経
費
を

節
減
し
、
投
資
的
事
業
の
増
大

を
図
り
つ
つ
健
全
財
政
を
維
持

し
た
結
果
、
財
政
再
建
債
を
繰

上
貭
還
し
て
、
五
ヶ
年
に
わ
た

る
圸
財
法
の
適
用
か
ら
脱
脚
し

て
名
実
共
に
健
全
財
政
と
し
更

に
翌
年
度
繰
越
金
二
、四
七
七
、

六
二
九
円
と
財
政
調
整
積
立
金

六
十
万
円
を
確
保
し
、
住
民
の

福
祉
と
行
政
水
準
の
維
持
向
上

に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
・。

農
事

メ

モ

桑
折
農
業
改
良
普
及
所

●

種
籾

の

準
備

は

今

の
う
ち

か
ら

１
、
ど
ん
な
品
種
が
よ
い
か

陌
早
植
用
－

オ
オ
ト
リ
、
・セ
キ

ミ
ノ
リ
、
ア
キ
．（

Ｉ
、
サ
ヽ

シ
グ
レ

圄
晩
樞
用
－

農
林
二
十
一
号
、

銀
河
、
ヤ
チ
＝
ガ
ネ

㈲
艮
質
種
－

農
林
二
十
一
号
、・

（

ツ
ニ
シ
キ

§

モ
チ
種
１

コ
ガ
ネ
モ
チ

２

、
種
黻
準
備
の
注
意

陌
種
籾
は
系
統
の
正
し
い
採
種

圃
産
の
も
の
を
申
込
み
ま
し
’

圈
自
家
採
種
は
早
い
時
期
に
抜

穂
、
脱
穀
は
足
踏
み
で

●
二

毛

作
増

収
の

た
め

に

１

、
早
插
、
早
植
に
努
め
ま
し
よ

う

２

、
排
水
溝
の
設
置
は
完
全
に

３

、
種
子
は
必
ず
消
毒

４

、
酸
土
矯

正
は
忘
れ
ず
に

５

、
除
草
剤
利
用
で
労
力
節
減

●
果
樹
園
の
手
入
れ

○
大
枝
抜
き
／
落
葉
直
前
の
樹
姿

を
み
て
中
・
太
枝
の
密
生
部
は

鋸

で
お
Ｘ
よ
そ
不
要
の
も
の
を

粗
ら
く
除
去
す
る
。
こ
れ
は
剪

定
の
能
率
を
あ
げ
る
ば
か
り
で

な
く
落
葉
後
の
枝
の
感
覚
と
大

分
異

る
の
で
、
密
生
枝
の
多
い

樹

に
つ
い
て
行
う
。
そ
の
時
期

は
紅
葉
し
落
葉
が
迫
っ
て
き
た

頃
と
し
た
い
。

●

鶏
の
寄

生
虫

を

退

治

し
ま

し
よ
う

食
慾
が
極
め
て
盛
ん
で
あ
る
の

に
少
し
も
肥
え
な
い
鶏
を
捕
え

て
、
胸
の
肉
に
さ
わ
っ
て
み
る

と
大
変
や
せ
て
い
る
、
顔
面
が

青
白
く
な
ん
と
な
く
元
気
が
な

く
次
第
に
弱
っ
て
い
く
と
い
っ

た
も
の
ｔ
、
大
部
分
は
蛔
虫
に

侵

さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

な
場
合
は
蛔
虫
が
寄
生
し
て
い

る
も
の
と
み
て
、
そ
の
手
当
を

す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
后

六
〇
日
目
に
一
回
、
産
卵
前
后

に
一
回
駆
虫
致
し
ま
し
よ
う
。

用
量
次
の
通
り
で
す
。

フ
イ
ノ
チ

ア
ジ
ソ

中
雛
一
羽
当

〇
、
五
愕

ぴ
　
　

成
鶏

か
　
　
　
一
、
〇
嵋

夕
方
飼
料
に
混

ぜ
て
与
え
る
。

○

き

れ

い

な

選

挙

り
明

る

い

政

治

口
す

み

よ

い

社

会

ｆｌ…
……
（
公

明

選

挙
）



青
年
特
集
号

主張

。
も
う
一
度

考
え
て
み
よ
う

近
頃
農
業
問
題
が
中
央
や
地

方

で
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
や
れ
農

村
人
口
を
四
割
に
す
る
と
か
、
法

人
化

に
す
る
と
か
、
又
共
同
経
営

だ
と
か
、
集
朗
栽
培
と
か
、
政
界

は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
目
ざ
ま
し
い

発
展
を
と
げ
る
こ
の
経
済
社
会
の

巾
で
一
番
立
ち
遅
札
、
し
か
も
経

済
発
展
の
大
き
な
ガ
ソ
と
な
っ
て

い
る
農
業
問
題
に
よ
う
や
く
注
目

さ
れ
出

し
、
日
米
経
済
の
二
重
構

造
と
か
農
村
の
体
質
改
善
と
か
、

い
ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
言
葉
で
論

ぜ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
に
お
っ

て
、
私
達
の
生
活
の
中
心
ご
あ
り

又
生
活
の
塲
で
あ
る
農
村
は
、
こ

う
し
た
世
の
勁
き
に
対
し
、
ど
れ

程

の
反

応
を
示
し
て

卜
る
だ
ろ
う

か
。
私
達
農
村
青
年
の
中
に
、
ど

れ
だ
け
こ
う
し
た
開
題

に
関
心
を

示
し
て
真
剣
に
な
っ
て
考
え
て
い

る
人
が
居
る
だ
ろ
う
か
。
実
に
淋

し
い
限
り
で

あ
る
。

特
に
青
年
団
活
動
に
お
い
て
は

な
お
更
の
事
で

あ
る
。
青
年
団
活

動

に
若
さ
の
す

べ
て
を
つ
ぎ
込

ん

で
活
動
し
て
行
っ
た
多
く
の
先
輩

辺

に
本
当
に
す
ま
な
い
と
思

う
。

こ
こ
で
私
達
は
一
人
の
青
年
団

員
と
し
て
も
う
一
度
反
省
し
て
見

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

一
体
私
達
は
青
年
団
と
云
５
民

主
団
体
を
な
ぜ
皆

ん
な
で
作
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

遊

ぶ
為
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も

眥
か
ら
あ
っ
た
か
ら
か
、
そ
れ

と
も
多
く
の
若
者
達

と
知
り
合
う

為
か
。
こ
ん
な
事
を
云
う
と
、
青

年
団

の
意
義
を
心
得

え
て
い
る
青

年
団

諸
君

に
は
し
か
ら
れ
る
か
も

し
れ
た
い
。
だ
が
現
在

の
活
動
は

教
養
を
高
め
人
格
を
作
り
、
そ
し

て
よ
り
良
い
社
会
生
活
を
送
る
為

と
か
云
う
各
方
部
の
青
年
団

の
規

約

か
ら
は
、
ほ
ど
遠
い
よ
う
な
も

の
だ
。

農
村
の
体
質
改
善
と
同
様
現
在

の
青
年
団
も
体
質
改
善
が
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヽ

こ
の
社
会
が
進
む
に
し
た
が
っ

て
遅
れ
な
が
ら
も
農
村
も
変
る
だ

ろ
う
。

ど
の
様

に
変
る
か
は
ち
よ

っ
と
む

づ
か
し
い
が
、
や
は
り
共

同
化
と
か
集
団
化
が
進
む
様
に
思

え
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
必
要
な

の
は
、
形
態
の
み
の
共
同
化
で
な

く
し
て
、
私
達

の
心
の
問
題
で
あ

る
。
ど
う
し
た
も
の
か
、
農
村
の

中
に
は
共
同
と
云
う
事
に
つ
い
て

必
要
以
上
に
恐
れ
、
い
や
が
る
風

習
が
あ

る
様
に
思
う
の
で
あ
る
。

真
に
こ
れ
か
ら
践
村
が
、
こ
の

激
変
す

る
経
済
社
会
の
中
で
生
き

ん
が
為

に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
う

云
っ
た
も
の
に
つ
い
て
考
え
あ
ら

た
め
る
必
要
が
あ
る
様
に
思
う
。

そ
の
為

に
は
、
や
は
り
集
団
の
中

で
苦
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
事
に

大
き
な
意
義
を
見
い
出
す
。
ｙ

こ
こ
で
青
年
団
と
云
う
も
の
に

つ
い
て
も
う
一
度
そ
の
意
義
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
。

確
か
に
現
在
の
青
年
団
と
云
う

も
の
は
種
々
な
る
苦
し
み
や
問
題

が
あ
る
。
家
事
と
の
問
題
と
か
、

幹
部
と
の
関
係
そ
の
他
行
事
の
問

題
、
資
金
の
問
題
、
年
令
低
下

の

問
題
、
併
し
こ
う
し
た
問
題
は
決

し
て
解
決
出
来
な
い
問
題
で
は
な

い
と
居
５
．
一
人
青
年
団
だ
け
で

は
解
決
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
多
く
の
他
の
民
主
団

体
や
先

輩
と
の
話
し
合
い
や
、
団
員

相
互

の
話
し
合
い
や
仲
間

囂
識
に
よ
る

結
び
付
き
等
に
よ
っ
て
解
決
出

来

る
問
題
で
あ
る
。
近
頃
の
連
合
青

年
団

は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
か
中

心
と
し
て
団
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
目
標
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
う

し
て
三
八
〇
名
の
団
員
が
真
に
知

り
合
い
、
そ
し
て
皆
ん
な
で
一
つ

の
問
題
を
解
決
し
て
行
く
時
大
ぎ

な
意
義
を
見
い
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
今
后
農
村
社

会
に
於
て
一
番
大
切
な
の
は
隣
人

を
信
じ
そ
し
て
多
く
の
濃
家
の
共

同

に
よ
る
労
働
で
あ
り
、
経
営
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
基
本
と

な
る
集
団
の
中
で
の
心
が
ま
え
を

作
る
事
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

私
達
青
年
団

は
大
き
な
転
換
期

に
あ
る
農
芋

て
れ
に
と
も
な
う
青

年
団

の
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
一

度
良
く
語
り
合
い
話
し
合
っ
て
老

え
て
見
よ
う
で
は
な

い
か
。

【
写
真
】
は
優
勝
チ
ー

ム
の
面
影

（
上

ご
・
哥
球
　

小
坂

へ
Ｆ
て
・
．バ
レ
ー
　

森
江
野

○
第
七
回
町
民
体
育
大
会
終
る
…
…
御
諠
力

丿
難
５

ご
ざ
い
ま
す

青
年

に
望

む

公
民
舘
長
　
佐

藤

善
次
郎

私
は
青
年
の
特
質
（
長
所
）
と

し
て
左

の
三
つ
を
挙
げ
た
い
。
第

‘一
は
正
義
感
が
強
烈
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
世
の
人

々
が
正
義
即
ち

真
理
に
も
っ
と
忠
実
で
あ
る
な
ら

ば
、
正

直
者
が
馬
鹿
を
み
る
こ

と

も
な
く

、
選
挙
間
近

か
に
あ
わ
て

て
公
明
選
挙
を
奴
鳴
ら
ず
汢
も
す

む
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
世
相
が
余

り
に
正

邪
の
判
別
に
鈍
感
で
あ
る

こ
と
だ
け

に
、
私
は
青
年
の
持
つ

純
粋
な
る
正
義
感
に
期
待
す

る
も

の
で
あ
る
。

第
二
は
進
取
敢
闘
の
精
神

に
富

む
こ
と
で
あ
る
。
青
年
に
し
て
積

極
的
精
神
の
な
い
者
は
二
十
才
の

老
人
で
あ
っ
て
、
共
に
語
る
に
足

ら
な
い
。
先

づ
実
践
で
あ
る
。
実

行

に
当
っ
て

は
熟
慮
す

ぺ
き
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
が
。
不
幸
に
し
て

失
敗
し
た
な
ら
恬
淡

と
し
て
振
り

出
し
に
戻

る
べ
き
だ
。
そ
こ
に
何

等
の
蜻
り
の
な
い
と
こ
ろ
に
青
年

の
特
色
が
あ
る
。

第
三
は
何
事
に
も
未
経
験
で
あ

り
経
験
が
浅
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
一
見
青
年
の
最

も
大
き
い
欠
点
と
も
言
え
る
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
だ
け
に
何
事
か
改
革

せ
ん
と
す

る
に
は
、
過
去
と
い
う

影
の
な
い
、
何
色

に
も
染
ま
な
い

即
ち
未
経
験
者
に
よ
る
こ
と
が
非

常
に
大
き
い
。
そ
れ
に
新
し
い
智

識
技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す

る

意
欲
も
旺
盛
で
あ
る
。
農
事
の
改

良
も
、新

生
活
運
動
も
、迴
挙
の
粛

正
も
、
何

ん
と
し
て
も
こ
の
未
経

験
者
の
力

に
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

私
は
特
に
こ
の
力
を
高
く
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
三
点
の
特
質
を
自
覚
し

そ
れ
を
実
生
活
に
充
分
に
伸
ば
し

活
用
す
る
こ
と
を
強
く
提
唱
す

る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
の・
心
の
準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら

な

卜
。
最
近
往
々
に
し
て
見
る
識

者
の
指
弾

を
ま
ね
く
青
年
の
運
動

は
、
心
の
準
備
な
く
し
て
そ
の
特

質
の
み
が
先
き
走
っ
た
悪
例
で
あ

ろ
う
、
心
す

べ
き
事
で
あ
る
。

‘ヽ
私
は
そ

の
心
の
準
備
の
一
つ
と

し
て
特

に
「
平
衡
の
感
覚
」
を
も

て
と
い
い
た
い
。
こ
の
言
葉
は
よ

く
英
国
人
が
口
に
す

る
そ
う
で
あ

る
が
、
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
、
も

の
の
考
え
方
を
指
す
の
で
あ
る
。

右
に
傾

か
ず
左
に
片
寄
ら
ず
、
う

ま
く
釣
り
合
い
の
取
れ
て
全
体
が

安
定
し
て
い
る
考
え
方
で
あ
り
、

μ

活
態
度
で
あ
る
。
し
か
も
ぴ
Ｉ

ん
と
緊
張
し
て
い
る
状
態
が
好
ま

し
い
。
要
す
る
に
人
生

に
お
っ
て

本
質
的
に
何
が
大
切
か
、
何
が
然

ら
ざ
る
か
を
的
確
に
見
ざ
わ
め
、

時
流
に
堕
し
た
り
、
他

に
追
従
し

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
自

ら
を
絶
え
ず
反
省
し
、
他
と
協
調

し
つ
Ｘ
生
き
て
ゆ
く
真
撃
な
る
生

活
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
私
の

現
代
青
年
に
も
と
む
る
最
大
の
も

の
で

あ
る
。

更

に
現

代
世
相
か
ら
特
に
青
年

に
思
考
力
を
培
う
事
を
提
唱
し
た

い
。
世
は
ス
ピ
ー

ド
時
代
と
称
し

て
考
え
る
事
を
ぬ
き
に
し
て
、
直

ち
に
実
行
に
移
す
癖
が
あ
る
。
読

ん
で
考
え
る
努
力
を
惜
し
ん
で
、

考
え
な
い
で
視
覚
に
う
つ
た
え

る

昜
き
に
つ
く
。
或
は
自
分
の
考
え

を
更
に
澂
め
て
ゆ
く
努
力
を
せ
ず

し
て
、
他
人
の
考
え
た
事
を
鵜
呑

み
に
す
る
こ
と
の
何
ん
と
多
い
事

か
。
か
く
て
思
考
力
を
炎
失
し
て

考
え
ざ
る
葦
に
な
っ
て
し
ま
う
。

お
し
ま
。い
に
は
人
間
喪
失
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
現
代
め
人
間
に
一

歩
退
い
て
考
え

る
癖
を
つ
け
た
な

ら
犯
罪
件
数
な
ど
も
、
も
っ
と
も

っ
と
低
減
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
「
考
え
る
」
こ
と
の
尊
さ

を
再
認
識
す
べ
き
時
で
あ
ろ
う
。

実
践
力
が
旺
盛
な
る
が
故

に
特
に

青
年
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

附
　

記

－

―
老
人
の
忠
言
は
月
光

の
如
き

も
の
だ
。
光
は
あ
っ
で
も
温

か
み

が
な
い
。
―
―
誰
か
の
こ

の
言
葉

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
い
や
が
ら

せ
の
年
齢
に
な
っ
た
自
己

を
顧
み

っ

气
へ
ｙ

を
掴
く
。

青
年
諸
君
よ
　

幸
に
諒
せ
ら
れ

行
事
と
予
算
（

九
月
以

降
）

④
総
務
部
　

四

、〇
〇
〇
円

１
団
員
研
修
会
（
女
子
研
修
会

も
含
む
）

期
日
　

十
二
月
十
八
日

場
所
　

県
北
中
学
校

２

指
導

者
講
習
会

期
日
　

一
月
下
旬

（
昭
和
三
十
六
年
）

場
所
　

穴
原
温
泉
富
士
屋

３

映
画
会
（

団
費
獲
得
事
業
）

期
日
　

十
月
下
旬

４

新
正

月
一
本
化

運
動
（
公
民

舘

の
新
生
活
運
動

に
協
力
）

（
’

）
体

育

部
　

四

、
五

〇

〇

円

―
球
技
大
会
（
野
球
排
球
）

九
月
四
日
県
北
中
学
校
に
於

て
行

な
う

（

成
績
．）
野
球
の
部

優
勝
　

小
坂
青
年
団

二
位
　

藤
田
青
年
団

三
位
　

森
江
野
青
年
団

④
排
球
の
部

優
勝
　

森
江
野
青
年
団

二
位
　

大
枝
青
年
団

三
位
　

厚
樫
青
年
団

２
ダ
ン
ス
講
習
会

３
卓
球
大
会

期
日
　

二
月
上
旬
（
昭
和
三

十
六
年
）

④
文
化
部
　

三
、
〇
〇
〇
円

Ｉ

ク
ラ
ブ
結

成

Ｉ

コ
ー
ラ
ス
タ
ラ
ブ

２
演
劇
ク
ラ

ブ

２
広
報
活
動

④
産
業
部
　

一
、
〇
〇
〇
円

１

農
作
物
品
評
会

期
日
　

十
一
月
上
旬

２
呉
事
視
察
旅
行

＠
家
政
部
　

二
、
五
〇
〇
円

１
料
理
講
習
会

期
日
　

九
月
二
十
日

改
良
指
導
所
佐
久
間
貞
子

講
師
に
て
行
っ
た

２
料
理
研
究
会

期
日
　

二
月
中
旬

３
育
児
講
習
会

期
日
　

二
月
中
旬

（
叨
そ
の
他
の
支
出

事
務
局
費
　
　

四
、
五
〇
〇

負
担
金
　
　
　

二
、
六
〇
〇

派
遣
費
　
　
　

三
、〇
〇
〇

雑
費
　
　
　
　
　

一
、〇

六
二

（
’）収

入
予
算

前
年
度
繰
越
金
　
　

二
（
二

負

担
金
　
　
　
一
『

○
○
○

共
催
負
担
金

匸
一
、〇
〇
〇

事
業

収
益
金
　

五
、〇
〇
〇

合
計
　
　
　
　

二
八
、
一
六
二

町
づ
く
り
に
役
立
ど
う

…
…
身
近
か
な
問
題
か
ら
解
決
…
…

団
　
長
　
　
玉
　

手
　

正
　

平

今
回
公
民
舘
報
の
一
部
を
お
か

り
し
て
、
地
域
社
会
の
皆
様
に
国

見
町
連
合
青
年
団

の
姿
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
事

を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

次
代
を
背
負
う
若
人
の
集
り
で
あ

る
私
達
の
連
合
青
年
団
も
発
足
し

て
七
年
目
を
迎
え
、
先
輩
各
位
は

勿
論
地
域
社
会
の
皆

々
様
の
温
か

い
御
協
力
と
御
指
導

に
よ
少
力
強

く
前
進
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
は

今
こ
そ
近
代
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い

人
間
形

成
と
社
会
形
成
に
役
立
つ

真
に
価
値
の
あ
る
青
年
団
を
創
造

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

青
年
団
は
い
か
な
る
目
標
の
も
と

に
い
か
な
る
活
動
を
す
る
の
か
と

云
っ
た
確
固
た
る
研
究
の
結
果
、

今
年
度
は
次
の
様
な
姿
で
運
営
す

べ
き
で
あ
る
と
云
う
結
論
に
達
し

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
地
域
社
会
を
良
く
す
る
た
め

に
活
動
す
る
と
云
う
目
標
の
も
と

に
、
次
の
三
点
を
基
本
運
動
方
針

と
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
新
生
活
運
動
と
取
り
く
み
。

新
し
い
生
活
様
式
を
う
ち
建

て

二
、
民
主
団
体
と
の
提
携
を
図
り

社
会
の
矛
盾
を
取
り
除
こ
う
。

三
、
組
織
を
強

め
る
た
め
団
員
相

互
の
親
睦
を
謳
め
よ
う
。

私
達
は
こ
れ
ら
の
事
を
少
し
で
も

解
決
し
、
真
理
を
愛
す

る
青
年
に

な
る
た
め
に
、
種

々
の
行
事
、
そ

し
て
運
動
を
行

い
、
身
近
か
な
問

題
か
ら
一
つ
一
つ
解
決

し
、
そ
れ

を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
事
に
よ
っ
て

私
達
が
描
い
て
い
る
理
想
的
な
社

会

を
建
設
し
て
ゆ
く
様
な
青
年
団

を
造
る
た
め
に
、
私
達

は
み
ん
な

で
努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
際
に
は
こ
の
荒
波
多
い

実
社
会

に
お
い
て
、
封
建
的
な
慣

習
等
に
支
配
さ
れ
、
私
達
の
希
望

も
い
た
づ
ら
に
空
転
す
る
場
合
亀

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
達
の

青
年
団
が
も
っ
。と
も
っ
と
力
強
い

屯
の
と
な
り
、
皆
様
方
に
愛
し
て

い
た
だ
け
る
様
に
な
る
た
め
に
亀

皆
様
方
の
き
た
ん
の
な
い
御
批
判

と
御
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
す

る

し
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ

れ

か

ら

の

野
菜
の
手
入
れ

１
、
白
菜
、
大
根
の
薬
剤
撒
布

い
ろ
く

の
病
害
虫
が
発
生
し

て
ぃ
ま
す
か
ら
適
し
た
薬
剤
を

正
し
く
撒
布
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

病
害
　

ダ
イ

セ
ー
ソ
四
〇
〇
倍

銅
水
銀

剤
四
〇
〇
倍
を
撒
布

す
る
。
軟
腐
病
は
虫
が
伝
染

さ
せ
る
の
で
虫
殺
し
を
す
る

と
と
も
に
被
害
株
は
抜
取
っ

て
す
て
る
こ
と
。

害
虫
　

ノ

ミ
ム
シ
、
ア
オ
ム
シ
、

ヨ
ト
ウ
ム
シ
な

ど
に
は
エ
ソ

ド
リ
ソ
五
〇
〇
偕
液
を
撒
布

す
る
。

２
、
ネ
ギ
の
病
害
虫
防
除

ペ
ト
病
、
銹
病
に
は
ダ
イ
セ
ー

ソ
五
〇
〇
倍
液
を
、
黒
斑
病
に

は
銅
水
銀

剤
四
〇
〇
倍
液

か
撒

布
す
る
。
害
虫
に
は

フ
フ
ソ
ソ

ニ
○
○
○
倍
液
か
エ
ン
ド
リ
ン

乳

剤
五
〇
〇
倍

液

を

撒

布
す

る
。
特
に
苗
床
に
も
病
害
虫
が

発
生
す
る
の
で
薬
剤
撒
布
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
見
町
の
教
育
状
勢

教

育

長
　

春

日

佑

幸

本
年
度
前
半
の
国
見
町
の
教

育
の
状
勢
を

匸
百
に
つ
く
す
な

ら
ば
、
学
校
教
育
も
社
会
教
育

も
、
日
毎
に
頌
調
に
伸
び
つ
つ

あ

る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

新
聞
な
ど
の
報
ず
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
他
の
地
域
に
は
、

法
律
を
無
視
し
た
よ
う
に
み
え

る
行
動
を
敢
え
て
し
て
い
る
学

校

教
職
員
も
あ
り
ま
し
た
が
、

当
町
内
に
は
そ
の
よ
う
な
方
は

一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
教
育
行
政
の
事
務
も
、
万

事
ス

ム
ー
ス
に
進
行
し
て
来
ま

し
た
。
学
皎
教
職
員
及
び
町
民

各
位
の
理
解
あ
る
御
協
力
御
支

援
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
私
は
十
月
一
日
付
を
も

っ
て
教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
何
卒
倍
旧
の
ご
指
導

を
ぬ
が
い
ま
す
。

編
集
後
記

り
お
め
で
と
う
凵一
　
待
望
の
屋
体

建
設
本
決
ま
り
、
次
は
公
民
舘

と
い
っ
て
頂
き
た
い
。

り
木
落
し
に
播

か
れ
た
愛
林
の
種

や
が
て
全
山
、
全
町
、
全
県
を

飾
る
美
林
に
な
っ
て
く
れ
。

○
町
づ
く
り
に
役
立
つ
青
年
凵一

そ
れ
、
そ
れ
、
そ
れ
で
こ
そ
君

た
ち
の
主
張
も
支
持
さ
れ
る
。

○
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
野
球
な
ど

み
た
く
な
い
。
選
挙
は
野
球
よ

り
も
生
活
に
直
結
す
る
も
の
。

Ｏ
建
全
財
政
　

自
主
財
政
の
緒
に

っ
く
。
五
年
間
、
ま
こ
と
に
ご

不
自
由
お
か
け
し
ま
し
た
。

○
す

べ
り
出
し
上
々
の
国
民
年
金

も
と
も
と
自
分
の
た
め
に
、
自

分
が
願
っ
た
恩
給
制
度
だ
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
再
建
成
る
。

あ
ま
ね
く
陽
の
あ
た
る
町
へ
の

再
出
発
を
願
う
や
切
な
り
か
。

○
県
立
図

書
館
あ
づ
ま
号
（
移
動

図
書
館
）
定
期
来
訪
、
小
坂
、

貝
田
駐
車
場
と
決
ま
る
。

○
北
辰
映
写
機
一
年
間
の
成
果
、

使
用
二
七
三
回
、
観
覧
五
万
六

千
名
、
詳
細
は
次
号
で

④
来
年
こ
そ
、
み
ん
な
そ
ろ
つ
て
新
正
一
本
化
へ
…
…
…
ふ
フ
か
ら
心
掛
け
て
仕
事
を
進
め
ま
し
よ
う
…
…
…
（
生

活

の

計

画

化
）
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